


























研究要旨 本研究は、家庭内の人間関係と、幼児の思いやりおよび正義感の発達との関連

を検討することを目的とした。研究 1 では、親子間と夫婦間での共感経験から家族関係を

とらえ、家族の感情交流が育児場面、会話場面、子どもの愛着行動などの家庭生活の様々

な局面と関連することを報告した。そして、それぞれの家庭には感情的な雰囲気が存在し、

家族の共感関係を把握することにより、その感情的な風土をとらえ得ることを示した。研

究 2 では、幼児の思いやりと正義感を自己制御された対人行動と見なし、それを保育者の

観察を通して測定した。親子の共感関係と親のしつけの態度は、主に幼児の自己抑制的な

協調的行動と関連していた。また、男子にとって、父親の共感と自己制御のしつけが重要

になることを示した。 


